
 

 

 

 

 

 

甲子園浜を見守る尾崎さん 

2020年 4月から国設浜甲子園鳥獣保護区管理員をし

ております尾崎雄二です。浜甲子園には年間 50回ほど巡

視に伺わせて頂いております。今回は海浜の自然環境を

守る会ニュースに寄稿させて頂く機会をいただき誠に感謝

しております。 

先ずは自己紹介をさせて頂きます。昭和 40年生まれ

で、宝塚市で育ちました。外資系医療機器メーカーの日本

法人で働き 50歳を期に早期退職し、伊丹市の昆陽池公

園で昆陽池公園野鳥観察グループ「チームＫ」を妻と共に

主宰し、市民の皆様に自然の素晴らしさを少しでも感じて

いただければと日々活動しております。また兵庫県からは

自然保護指導員として委嘱を受け伊丹市の担当もしており

ます。 

前任者の二河さんとのお話を少し。二河さんには私が若

い頃（30年ぐらい前）から大変お世話になって色々な場所

へバードウオッチングにご一緒させて頂きました。そして

色々と教えていただきました。今のようになんでもかんでも

インターネットで調べられる時代ではありません。野鳥の見

方、その鳥が何という種類なのかを知る方法、マナーやモ

ラルといった事など、多くの事を学び、二河さんはまさに師

匠のような存在でした。そんなニ河さんから鳥獣保護区管

理員を引き継いで欲しいとの依頼をいただき、自宅から離

れており悩みましたが断り切れずお受け致しました。引き

継ぎをさせていただいたその年にとても残念でしたが、 

ニ河さんは突然お亡くなりになられました。 

今、思えばニ河さんが長年愛した 

浜甲子園に関わる事ができて本当に 

良かったと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                さて本題の浜甲子園の野鳥の状

況ですが、この冬も多くの水鳥が

浜甲子園には飛来しております。

11月から 2月末までの水鳥の最

大羽数を多い順に見てみると、 

ホシハジロ 1585羽（１２月下旬）、 

コガモ 395羽(２月初旬)、ヒドリガモ 139羽（２月下旬）、 

カンムリカイツブリ 104羽(１２月初旬)、ハシビロガモ 95羽 

（１２月中旬）、スズガモ 78羽（２月初旬）、オカヨシガモ 64

羽（２月中旬）、オナガガモ 52羽（２月中旬）、などなど。 

種類によってその数の増減傾向が違っていることも面白い

ですね。またバードウオッチャーに人気のウミアイサ、ホオ

ジロガモも少数ではありますが今年も健在です。 

そして 11月 28日には浜甲子園 

としては大変珍しい雁の仲間の 

マガン(幼鳥)が飛来しました。→ 

大きな声で鳴きながら西から飛来し、センター前を横切っ

て砂浜に少しの時間だけ滞在。その後すぐに東へ飛び 

去ってしまいましたが、感動的な出会いでした。 

野鳥は生態系の消費者・高次消費者です。その野鳥を

継続的に観察しその種類数・個体数動向を把握することは

自然の復旧や人為的な創出作業を評価する指標になり、

自然環境の保全・再生への重要な取り組みの一つである

と考えております。今後も浜甲子園鳥獣保護区においての        

巡視を通じて調査・観察を続けていき、少しでも自然環境         

の保全に関わりたいと考えておりますので、何卒よろしく 

お願いいたします。 
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2022.11～2023.02 
浜甲子園飛来データ 

巡視中の尾崎さん 

撮影：尾崎雄二氏 

作成：尾崎雄二氏 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

            

・1 月 8 日(日）「甲子園浜で凧をあげよう」53 名参加 

 

 

 

・2 月 4 日(土）「冬の鳥観察会」36 名参加 

 

 

 

・2 月 11 日(土） 山西良平氏セミナー 

 「加古川河口の干潟と塩性湿地」17 名参加 

・2 月 24 日(金)「まちづくりフォーラム」 

 パネリストとして岸川由紀子さん参加 

 

 

 

・2 月 25 日(土) 西宮自然保護協会例会参加 

・3 月 5 日(日) ボーイスカウト西宮第９団カブ隊対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・2 月 22 日(水）～26 日(日）「EWC 環境パネル展」 

作品を出展した会員 2 名が入賞しました。 

 

岩﨑博子さん作品 

  西宮自然保護協会賞→ 

 

 

向山裕子さん 

    コミュニティ協会賞→ 

  

 

 

 

・3 月 26 日(日) 海浜清掃 

・5 月 6 日(土) 令和 5 年度総会、シギ・チドリ観察会 

・5 月 14 日(日) 甲子園浜の外来植物観察会 

講師：水田光雄氏 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

いいもの見っけ   コフキナゲナワイソギンチャク(新称) 

 ２０２２年６月１３日「大阪湾生き物一斉調査」の甲子園浜調査をしている時に環境センター

前の磯に不思議なイソギンチャクがたくさんいました。甲子園浜でよく知られている暗緑色の

「タテジマイソギンチャク」とは全く違います。調査講師の阪口先生が、 

採集した個体を直ぐに内田紘臣博士（串本海中公園センター名誉館長）に 

届けてくださいました。このイソギンチャクはヨーロッパではよく知られ 

ている「コフキナゲナワイソギンチャク」であることが判明しました。 

大阪港や神戸港のように外国との間を船が行き来していることからこのイソギンチャクが 

やってきたと推察されます。海中に幼生を吹き出すところから、「仔吹き投げ縄磯巾着」と 

和名をつけたそうです。生息域のヨーロッパ以外での発見は南アフリカとここ甲子園浜が 

二番目だと内田先生の報告にありました。 

                          潮が引いた磯を探索すると、口の周りがオレ

ンジ色をしていますから容易に見つけること

ができます。観察していると水槽の中でからだ

を２～３㎝も伸ばして触手を広げて餌を探し

ています。小エビを入れると触手を折りたたみ

ながら小エビを器用に取り込んでいました。 

   向山 裕子 


